
３

第
十
二
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
国
等
の
機

関
の
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
四
」
と
、「
届
出
書
」と
あ
る
の
は「
通

知
書
」
と
、「
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
建
築
物
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る

者
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
の
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
国
等
の
機
関
の
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
十
三
」
と
あ
る

の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
五
」
と
、「
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
届
出
書
」
と

あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
七
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
第
十
三
条
中
「
建
築
物
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
建
築
物
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

５

第
十
五
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
立
入
検
査
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

様
式
第
一





（
第
一
条
第
一
項
関
係
）（
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

（
第
一
面
）

年
月

日
所
管
行
政
庁
又
は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関

殿
提
出
者
の
住
所
又
は

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

提
出
者
の
氏
名
又
は
名
称

印
代
表
者
の
氏
名

設
計
者
氏
名

印

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
第
12条
第
１
項
（
同
法
第
15条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
を
提
出

し
ま
す
。
こ
の
計
画
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
は
、
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

（
本
欄
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

［
様
式
を
加
え
る
。］

計
画
書

受
付
欄

適
合
判
定
通
知
書

番
号
欄

決
裁
欄

年
月
日

年
月
日

第
号
第

号

係
員
印

係
員
印

（
第
二
面
）

［
建
築
主
等
に
関
す
る
事
項
］

【
１
．
建
築
主
】

【
イ
．
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
】

【
ロ
．
氏
名
】

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 


		2016-11-29T15:16:36+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




